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臨
　
白
い
愛
の
祭
典
－
第
三
十
一
二
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
…

…
二
月
十
三
・
十
四
日
の
両
日
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
㎜

㎜
　
昨
年
と
は
う
っ
て
変
っ
て
少
い
雪
に
当
初
危
ぶ
ま
れ
㎜

…
て
い
た
開
催
も
、
例
年
近
い
降
雪
と
な
り
、
市
民
総
参
㎜

㎜
加
に
よ
る
“
ま
つ
り
気
運
“
も
高
ま
っ
て
来
て
い
ま
す
り
㎜

…
　
雪
国
に
住
む
わ
た
し
た
ち
が
、
汗
と
英
知
で
創
造
し
㎜

…
て
き
た
こ
の
雪
ま
つ
り
の
歴
史
…
…
今
年
も
、
こ
の
冬
…

…
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
内
外
に
む
け
、
自
慢
の
出
㎜

㎜
来
る
企
画
が
た
く
さ
ん
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
㎜

㎜
な
か
で
、
特
色
た
る
も
の
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
　
…

見
込
ま
れ
る

　
　
三
十
万
人
の
観
光
客

　
二
月
十
三
日
正
午
、
市
内
六
ヵ
所

で
採
火
さ
れ
た
聖
火
が
リ
レ
ー
さ
れ

て
、
雪
ま
つ
り
が
開
会
さ
れ
ま
す
。

（
開
会
式
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
で

午
後
二
時
か
ら
）

　
今
年
の
サ
ブ
テ
ー
マ
は
、
　
“
ふ
る

さ
と
讃
歌
、
い
ま
　
　
と
き
め
き
の

銀
世
界
（
い
ろ
）
”
。
予
想
さ
れ
る

約
三
十
万
人
の
観
光
客
が
、
雪
の
ふ

る
さ
と
ー
十
日
町
を
あ
げ
て
の
汗
と

英
知
で
つ
く
り
あ
げ
る
日
本
一
の
雪

ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
す
．

　
今
年
の
雪
ま
つ
り
の
催
し
も
の
に

は
、
そ
の
特
色
だ
っ
た
も
の
も
た
く

さ
ん
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
ン
の
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
の
舞

台
は
”
薔
薇
窓
の
聖
堂
”
　
（
高
さ
二

十
二
材
、
幅
五
十
厨
、
奥
行
き
三
十

材
）
。
雪
の
芸
術
作
品
は
、
一
般
作

品
三
十
八
を
含
め
五
十
八
作
品
（
昨

年
は
四
十
八
）
．
ひ
ろ
ば
も
各
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
発
さ
を

反
映
し
て
、
ふ
る
さ
と
、
コ
、
・
、
ユ
ニ

テ
ィ
、
く
ら
し
、
わ
ん
ぱ
く
、
愛
と

ロ
マ
ン
、
田
舎
、
石
ぼ
と
け
広
場
と

七
会
場
。
催
し
物
は
、
文
化
講
演
会
、

雪
上
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
i
、
郷
土
芸
能

と
民
踊
の
祭
典
な
ど
、
協
賛
事
業
に

音
楽
祭
、
美
術
協
会
展
、
写
真
サ
・

ン
展
、
蘭
美
書
人
展
、
雪
上
B
M
X
、

ス
キ
ー
大
会
、
誕
生
色
フ
ェ
ア
ー
別

掲
1
、
写
真
展
“
雪
の
美
し
さ
と
厳

し
さ
と
”
な
ど
、
多
彩
に
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
す
。

　
毎
年
好
評
に
な
っ
て
い
る
“
よ
う

こ
そ
賞
”
は
、
駅
前
、
市
役
所
前
、

信
組
前
、
ま
る
せ
ん
会
館
、
ふ
る
さ

と
広
場
へ
く
ら
し
の
広
場
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
の
各
案
内
所
で
行
わ
れ

ま
す
。

　
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
、
い
ろ
ん
な
形

で
総
参
加
す
る
雪
ま
つ
り
。
第
三
十

三
回
の
今
年
も
、
素
晴
ら
し
い
歴
史

の
一
ぺ
ー
ジ
と
な
る
”
白
い
愛
の
祭

曲
ハ
”
と
い
え
ま
す
。

　
病
院
や
山
間
地
の
学
校
な
ど
で
、

公
演
す
る
な
ど
市
内
で
も
地
味
な
演

劇
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
㌧
フ
演
親

会
（
斉
木
文
夫
会
長
、
会
員
九
名
）

　
手
づ
く
り
の
演
劇
に
は
、
そ
の
中

に
没
頭
し
て
い
る
人
で
な
い
と
わ
か

ら
な
い
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る
と
聞
き

ま
す
。
妻
有
の
民
話
を
題
材
に
し
て

つ
く
り
あ
げ
た
脚
本
”
鬼
の
ふ
ん
ど

し
”
　
”
ブ
ス
”
の
二
つ
を
、
雪
ま
つ

り
の
く
ら
し
の
広
場
で
公
演
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
外
見
だ
け
で
な
く
、
ほ
ん
と
の

十
日
町
を
見
て
も
ら
う
た
め
、
言
葉

（
方
言
）
も
、
題
材
も
、
こ
の
地
に

し
か
な
い
も
の
で
公
演
し
ま
す
。
あ

き
さ
せ
ず
、
気
ま
ま
に
笑
え
る
楽
し

い
も
の
で
す
」
と
会
長
の
斉
木
さ
ん
．

　
公
演
を
前
に
し
て
練
習
に
余
念
の

な
い
メ
ン
バ
ー
に
そ
の
抱
負
を
聞
き

ま
し
た
。

　
「
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
…
…
」

（
阿
部
正
晴
さ
ん
・
会
社
員
）
　
「
初

舞
台
な
の
で
、
あ
が
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
」
（
池
田
裕
子
さ
ん
・
保
母
）

「
見
て
良
か
っ
た
と
い
う
演
劇
に
」

（
藤
田
勲
さ
ん
・
会
社
員
）
　
「
後
で

酒
飲
ん
だ
時
、
良
か
っ
た
な
あ
と
い

え
る
も
の
に
」
（
根
津
雅
　
　
さ
ん
・

自
営
）
　
「
自
分
も
楽
し
く
、
人
も
楽

し
い
も
の
に
」
　
（
宮
沢
留
美
子
さ
ん

保
母
）
　
「
ほ
の
ぼ
の
と
十
日
町
の
村

芝
居
を
見
て
ほ
し
い
」
　
（
和
田
早
苗

さ
ん
・
会
社
員
）
　
「
過
ぎ
去
っ
た
自

分
の
青
春
の
巻
返
し
の
た
め
の
演
劇

公
演
で
す
」
　
（
根
津
辰
夫
さ
ん
・
会

社
員
）
　
　
14
日
、
午
前
十
一
時
か
ら
、

農
協
く
ら
し
の
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
の
公
演
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
中
条
病
院
（
広
瀬
辰
夫
院
長
）
で

は
、
今
年
は
じ
め
て
雪
像
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
過
去
に
も
参

加
し
よ
う
と
い
う
意
見
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
き
っ
か
け
が
な
く
今
回

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
患
者
さ
ん
（
精
神
科
）
と
職
員
の

皆
さ
ん
の
共
同
作
業
は
、
そ
の
製
作

の
プ
・
セ
ス
が
、
両
者
に
コ
ミ
ユ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
、
非
常
に
良
い

結
果
が
で
て
来
る
も
の
と
見
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
滝
沢
恭
二
さ

ん
は
、
　
「
患
者
さ
ん
た
ち
は
、
最
初

こ
の
雪
像
づ
く
り
に
少
し
抵
抗
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
作
業
が
進
む
中

で
、
役
割
分
担
を
自
分
た
ち
自
ら
で

は
っ
き
り
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
な

っ
て
来
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。　
雪
像
の
テ
ー
マ
は
”
克
雪
”
。
民

家
の
上
に
・
ダ
ン
の
考
え
る
人
を
つ

く
る
も
の
。
雪
像
づ
く
り
と
い
う
共

同
作
業
の
中
で
”
克
雪
”
を
考
え
る

実
践
活
動
が
さ
れ
て
い
る
の
も
、
今

回
の
雪
ま
つ
り
の
特
色
と
も
い
え
ま

す
。暖

潅　“
叢
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｛
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
（
吉

沢
慎
一
理
事
長
）
で
は
、
昨
年
に
制

定
し
た
”
誕
生
色
”
を
、
今
回
の
雪

ま
つ
り
を
機
会
に
、
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
、
知
っ
て
も
ら
お
う
と
雪

ま
つ
り
当
日
の
二
日
間
、
本
町
三
丁

目
の
ま
る
せ
ん
会
館
（
旧
小
島
百
貨

店
跡
）
を
会
場
に
、
　
『
誕
生
色
フ
ェ

誕
生
色
フ
ェ
ア
細
舶

　
　
　
－
織
協
が
ま
る
せ
ん
会
館
で
ー

一

ア
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
今
年
京
都
・
東
京
で
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
移
動
市
の
中
で
も

行
わ
れ
た
“
誕
生
色
き
も
の
フ
ェ
ア
”

を
当
地
で
再
現
す
る
も
の
。

　
こ
の
フ
ェ
ア
に
は
、
振
袖
、
色
留

袖
、
紬
、
訪
問
着
、
付
下
げ
、
コ
ー

ト
な
ど
約
百
八
十
点
も
展
示
さ
れ
ま

す
。　
十
三
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

十
時
ま
で
、
十
四
日
は
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

臨
時
列
車
熱
ス
を

　
ご
利
用
羅
だ
さ
い

　
雪
ま
つ
り
当
日
は
、
市
内
の
道
路

が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
当
日
は

で
き
る
だ
け
自
家
用
車
を
自
粛
し
、

公
共
輸
送
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
臨
時
列
車
、
バ
ス
の
時
刻
表
は
、

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

“
　
　
ー

鵡
　
　
　
・
ー

、
≧
仁
≧
仁
曇
紅
仁
ー
ー
仁
仁
仁
仁
ー
ー
仁
ー
ー
ー
仁
匙
ー
ー
ー
ー
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

“革

“
ミ
ス
雪
ま
つ
り
”
決
ま
る
〃

　
雪
ま
つ
り
に
花
を
そ
え
る
行
事
と

し
て
募
集
し
て
い
ま
し
た
”
ミ
ス
雪柳さん今井さん霜垣さん

一へ，』』」L▲一」㌧』』一▲．』』．＿▲一』』一らr』』｛』』

ま
つ
り
”
は
、
応
募
者
数
四
十
五
名

　
（
う
ち
住
所
が
市
外
な
ど
で
書
類
落

選
十
三
名
を
含
む
）
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
つ
ぎ
の
皆
さ
ん
が
入
選
し
ま

し
た
。

★
ミ
ス
雪
ま
つ
り
…
今
井
正
子
さ
ん

　
（
二
十
二
才
、
市
内
高
山
、
西
小
学

校
教
諭
）

★
準
ミ
ス
雪
ま
つ
り
…
柳
千
里
さ
ん

．
（
十
九
才
、
市
内
南
新
田
町
、
友
禅

手
描
）
霜
垣
奈
穂
子
さ
ん
（
二
十
一

才
、
市
内
川
治
下
町
二
、
滝
文
工
業

勤
務
）

雪まつり協賛

ナツメロチャリティショー

2月14日（日）6時半開演

会場　市民会館ホール

　赤い羽根共同募金や社会福祉施

設への訪問など、幅広い活動をし

ている“ナツメ・愛好会“は今年

10周年を迎えます。

　また、雪まつりのフィナーレを

飾るイベントとして毎年行われて

いる“チャリティ歌謡ショー“も

10回目となりました。今年も益金

は、社会福祉事業へ贈られます。

　多数の皆さんのご来場を〃

文化講演会
上坂冬子氏（評論家）

“私の出会った強い母親”

　　2月14日（日）正午から

　会場　市民会館ホール

〈講師プロフイール〉

　1930年東京生まれ。愛知県豊田東
高校卒業後、自動車会社にO　Lとし
て就職。10年あまりの体験を「職場
の群像」として出版しジャーナリズ
ムにデビュー。職場における女性の
衷歓を描き、女性問題評論家という
ユニークな地位を確立した。以後女
性全般の人生論の担い手として、T
V、週間誌、講演会などで活躍中。

　著書に、　rお母さんは不思議な力
がある」　rみごとな女たち」　r巣鴨
プリズン13号鉄扉」　「生体解剖」「特

赦一東京・一ズの虚像と実像」など
多数がある。

ハ
ロ
ス
　
シ
リ
ー
ズ
聖

カ
ラ
ー
の
お
嬢
ε
ん

“結
　
今
月
の
バ
ー
ス
カ
ラ
ー
の
お
嬢
さ

革
ん
は
、
三
十
四
年
二
月
生
ま
れ
の
今

蒙
享
さ
ん
で
す
・

革結
　
今
井
さ
ん
の
誕
生
色
は
「
こ
い
ま

払
ち
つ
ぼ
み
（
恋
待
蕾
）
㌧
。
雪
の
下

差
暮
の
訪
墾
告
げ
る
蕗
の
と
う

4“の
若
芽
の
や
さ
し
さ
を
表
わ
し
た
色

払
で
す
・

“鵡
　
今
井
さ
ん
は
、
昨
春
埼
玉
大
学
教

鵡
育
学
部
を
卒
業
し
、
西
小
学
校
に
赴

払
任
し
た
先
生
一
年
生
・

払革
そ
し
て
、
こ
の
ほ
ど
行
わ
魂
第

“
一
回
ミ
ス
雪
ま
つ
り
に
見
事
選
ぜ
れ

“
た
人
で
す
・

払島
　
好
き
な
色
は
青
系
統
。
雪
の
下
か

払
ら
春
の
訪
れ
を
ジ
ッ
ク
リ
と
待
っ
て

“
い
る
蕗
の
と
う
の
色
を
基
調
に
し
た

鵡“
ラ
イ
ト
イ
エ
p
；
グ
リ
ー
ン
も
好
き

鵡
な
色
の
｝
つ
で
す
。

革　
　
誕
生
色
が
制
定
さ
れ
た
の
は
知
っ

鵡踏
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
の
色
を
見
る

革
の
は
審
査
会
の
時
に
渡
さ
れ
た
パ
ン

麟幕
フ
レ
ッ
ト
が
初
め
て
。
第
一
印
象
で

　　2月生まれ
こいまちつぽみ（恋待蕾）
L　l　GHT　　YE　L　LOWGREEN

正子さん（高山）井今

「
こ
の
色
な
ら
私
も
着
て
み
た
い
」

と
思
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
好
み
の
色
で
わ
か
る
カ
ラ
ー
占
い

に
よ
る
と
青
系
統
の
好
き
な
人
は
、

「
思
っ
た
こ
と
は
何
で
も
や
ろ
う
と
響

い
う
行
動
派
タ
イ
プ
。
好
み
は
上
品
押

で
、
、
頭
の
回
転
が
早
く
、
学
者
と
し
實

て
の
素
質
も
あ
る
が
・
と
き
ど
き
・
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

ぜ
っ
か
ち
な
と
こ
ろ
が
頭
を
も
た
ゴ

る
こ
と
も
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
　
　
脚

　
先
生
の
担
任
の
ク
ラ
ス
は
二
年
生
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

ニ
ギ
ヤ
カ
で
、
優
し
く
て
、
可
愛
い
脊

け
れ
ど
、
元
気
す
ぎ
て
時
々
手
こ
ず
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宥

ら
せ
る
こ
と
も
あ
る
子
供
た
ち
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

自
分
た
ち
の
先
生
が
、
・
、
ス
雪
ま
っ
り
官

に
な
っ
た
と
知
っ
た
ら
ど
う
言
い
ま
轡

す
か
と
聞
い
た
ら
「
ビ
ッ
ク
リ
す
駕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
界

け
ど
嘉
ん
で
く
れ
る
と
思
い
ま
す
」
　
脚

と
キ
ッ
パ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
宥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭

　
父
兄
の
皆
さ
ん
に
推
さ
れ
て
応
募
響

し
た
、
・
、
ス
雪
ま
つ
り
。
“
　
　
　
　
　
脊

　
今
年
一
年
、
十
日
町
の
も
う
一
っ
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
し

の
顔
と
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
し
　
官

ゴ
T
≦
』
マ
』
署
ゴ
「
斗
⇒
⇒
⇒
斗
斗
4
マ
≦
⇒
尊
斗
斗
斗
4
4
斗
4
善
』
署
≦
≦

マ’「一「》「帥『『「7マ㌣「糟r「rγ「咋マ’〉『マ㌣マ▽マ㍗ヤ㌣rr▼トマ▼一マ㌣r一一r▼r一一r▼r一一r▼一r▼一マ▽
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十
目
町
雪
ま
つ
り
も
世
界
一
に
な

り
ま
し
た
．
　
「
世
界
最
大
の
雪
の
建

造
物
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
（
ロ

ン
ド
ン
G
S
L
出
版
社
）
に
申
請
し

て
い
た
織
物
組
合
青
年
部
会
製
作
の

昨
年
の
雪
上
舞
台
「
祈
り
の
館
」

（
高
さ
二
十
五
材
、
幅
五
十
材
、
奥

行
き
三
十
五
材
）
が
、
一
月
二
十
七
　
　
日
、

た
日
付
ス
タ
ン
プ
が
、

局
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ス
タ
ン
プ
は
、
少
し
で
も
市

外
の
人
た
ち
へ
の
十
目
町
の
P
R
に

な
れ
ば
と
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
四

十
円
以
上
の
郵
便
物
を
出
し
た
場
合

に
、
希
望
し
た
時
に
郵
便
局
で
つ
い

て
く
れ
ま
す
（
二
月
十
三
日
か
ら
）

　
　
　
　
　
　
　
類
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膏
　
鮒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
凝

正
式
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

4
．
と
き
滲
験
鰻
9
ノ

“
雪
と
き
も
の
”
を
デ
ザ
イ
ン
し

　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
郵
便

57．2．13
、十日町

雪まつり関係のテレビ放映

■2月18日困

　　　　午後11時20分から

　　大阪読売テレビ

　　　　「11PM」でフルタイム

　　　　全国放映

■2月20日（土）

　　　　午前9時～午前9時55分

　　テレビ新潟

　　　　　r十日町雪まつり特別番組」

　　　　県内放映

〔三ll灘鞭覇

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
、
特
別
表
彰
と
し
て
、
五
年
以
上
、
十

年
以
上
連
続
し
て
一
般
作
品
の
雪
像
づ
く
り
に
参
加
し
た
団
体
を

表
彰
し
ま
す
。

　
★
十
年
以
上
の
団
体
…
…
十
日
町
青
年
学
級
・
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
十
日
町
グ
ル
㌧
フ
・
本
町
二
青
年
部

　
★
五
年
以
上
の
団
体
－
…
本
町
一
丁
目
四
区
・
川
原
町
晒
青
会

　
　
上
新
田
青
壮
年
会
・
中
央
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
．
．
9
　
．
甲
．
D
．
。
ひ
．
．
『
、
．
．
ギ
．
．
曳
，
．
．
。
．
－
U
。
一
．
ご
、
じ
㍉
｝
．
。
螺
．

．
、
　
　
　
　
。
一
ぱ

　
雪
ま
つ
り
が
三
十
三
回
な
ら
、
十

日
町
青
年
学
級
が
開
設
し
て
三
十
三

年
に
な
り
ま
す
。
現
在
八
十
名
の
青

年
達
が
、
勤
務
が
終
え
た
夜
の
公
民

館
で
学
習
に
、
仲
問
つ
く
り
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
．
　
「
先
輩
た
ち
の
力
が

あ
っ
た
か
ら
の
表
彰
と
思
い
ま
す
。

雪
像
づ
く
り
は
、
参
加
す
る
喜
び
、

つ
く
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
最
近
の

雪
ま
つ
り
は
少
し
商
業
べ
ー
ス
に
な

り
過
ぎ
た
感
も
し
ま
す
が
、
で
き
る

だ
け
続
け
て
参
加
す
る
つ
も
り
で
す
」

と
自
治
会
長
の
柳
伊
佐
夫
さ
ん
。

　
現
在
百
五
十
人
位
の
利
用
者
が
い

る
青
少
年
ホ
ー
ム
。
最
近
は
、
花
嫁

修
業
的
な
人
が
多
い
傾
向
に
あ
る
そ

う
で
．
ホ
ー
ム
行
事
の
中
で
は
、
こ

の
雪
ま
つ
り
が
、
利
用
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
唯
一
の
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
　
「
若
者
の
集
ま
り
な
ら

で
は
の
団
結
力
が
、
こ
の
雪
像
づ
く

り
に
は
結
集
し
て
い
ま
す
。
十
年
、

二
十
年
…
と
雪
ま
つ
り
が
続
く
限
り

参
加
す
べ
き
で
す
」
と
利
用
者
協
議

会
長
の
池
田
正
之
さ
ん
。

　
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
グ
ル
ー
プ
が

市
内
に
あ
る
の
は
余
り
知
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
結
成
さ
れ
て
か
ら
十
九
年
に
な
り

ま
す
。
そ
の
活
動
は
、
毎
週
一
回
の

集
ま
り
か
ら
、
旅
行
の
実
践
な
ど
を

や
っ
て
い
ま
す
。

　
「
雪
ま
つ
り
参
加
は
、
わ
た
し
た

ち
の
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
、
大
き

な
行
事
の
ひ
と
つ
で
す
。
最
初
か
ら

最
後
ま
で
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
が
、
わ

が
グ
ル
㌧
フ
の
持
ち
味
で
す
」
と
代

表
者
の
上
村
功
さ
ん
．

　
青
年
会
と
い
っ
て
も
少
し
年
令
の

高
い
人
が
多
い
地
区
。
そ
れ
で
も
雪

ま
つ
り
に
か
け
る
意
気
込
み
は
強
く

昨
年
の
豪
雪
の
中
で
、
一
番
先
に
名

の
り
を
し
た
の
も
こ
の
青
年
会
。

　
商
店
や
事
業
所
が
多
く
、
休
み
も

一
定
で
な
い
た
め
、
皆
ん
な
が
顔
を

そ
ろ
え
る
の
は
“
ま
つ
り
行
事
”
だ

け
だ
そ
う
で
す
。
　
「
参
加
す
る
こ
と

に
意
義
が
あ
る
。
和
気
あ
い
あ
い
の

良
さ
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
団
結
力
が
あ

り
ま
す
」
と
会
長
の
滝
沢
明
さ
ん
。

§
§
ミ
垂
ミ
垂
ミ
垂
ミ
’
ミ
ミ
≦
ミ
、
ミ
ミ
≦
琴
ミ
ミ
養
ミ
垂
ミ
≦
ミ
垂
ミ
、
§
ミ
，
ミ
ミ
垂
ミ
，
ミ
ミ
、
ミ
『
、
§
ミ
墨
ミ
、
§
≦
ミ
、
ミ
ミ
．
§
、
ミ
§
ミ
碗

捌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

耀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀
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十
日
町
市
か
ら

　
　
初
め
て
の
関
取
誕
生
∬

ー
凱
皇
関
（
時
津
風
部
屋
）
1

饗
〃
．

卿
所
で
当
市
土
市
出
身
の
凱
皇
関

㎜
名
上
村
仁

㈱
三
敗
の
成
績
で
、
幕
下
西
筆
頭
か
ら

卿
十
両
へ
の
昇
進
が
決
定
。

　
　
「
一
勝
三
敗
に
な
っ
た
時
は
、
こ

卿
ん
ど
も
ま
た
…
…
」
と
家
の
人
達
は

卿
皆
ん
な
が
思
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ

㎜
ん
な
心
配
を
は
ね
の
け
見
事
、
勝
ち

卿
越
し
ま
で
頑
張
っ
た
凱
皇
関
は
、
雪

㈱
国
十
日
町
の
粘
り
強
さ
が
発
揮
さ
れ

㈱
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
　
『
家
に
帰
っ
て
来
た
時
も
、
相
撲

㎜
の
こ
と
な
ど
少
し
も
話
さ
ず
、
お
と

㈱
な
し
い
子
で
す
、
小
さ
い
頃
か
ら
、

卿
手
の
か
か
ら
な
い
、
心
配
の
少
な
い

十
日
町
市
か
ら
初
め
て
の
関
取
誕

　
　
一
月
行
わ
れ
た
大
相
撲
初
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本

　
　
　
　
二
十
四
歳
）
は
、
四
勝

　
子
で
し
た
」
と
母
親
の
ミ
ス
さ
ん
。

　
　
昭
和
五
十
二
年
幕
下
十
三
枚
目
の

　
時
に
左
手
に
大
ケ
ガ
を
負
い
、
再
起

　
不
能
と
さ
え
い
わ
れ
ま
し
た
。
ま
し

　
て
相
撲
界
で
は
、
五
年
位
で
関
取
に

　
な
ら
な
け
れ
ば
そ
の
人
は
出
世
し
な

　
い
と
い
わ
れ
る
苛
酷
な
世
界
。
そ
ん

　
な
中
で
、
　
「
努
力
の
人
」
と
な
っ
て

　
ケ
ガ
を
克
服
し
、
素
晴
ら
し
い
快
挙

　
と
な
っ
た
こ
と
を
市
民
皆
ん
な
で
祝

　
福
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
三
月
の
大
阪
場
所
に
は
、
テ
レ
ビ

　
の
画
面
を
通
し
て
応
援
で
き
る
機
会

　
病
気
な
ど
に
気
を
つ
け
て
皆
さ
ん
の

　
期
待
に
答
え
る
よ
う
、
一
歩
上
を
ね

　
ら
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
お
母
さ
ん

　
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
精
一
杯
応
援

初
し
た
い
も
の
で
す
。
ガ
ン
バ
レ
〃
”

顎
凱
皇
関
．

　関

皇
　
　
後
援
会
結
成
へ

凱む
励
　
初
め
て
の
郷
土
の
関
取
誕
生
と
い

に
古
う
こ
と
か
ら
、
現
在
相
撲
協
会
を
中

稽と
心
に
後
援
会
発
足
へ
向
け
て
準
備
が

　
方
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

親
湊
　
　
二
月
二
十
一
日
㈲
に
は
、
凱
皇
関

現
（
の
帰
郷
に
あ
わ
せ
て
、
農
協
福
祉
会

山
豊
館
で
、
設
立
総
会
が
開
か
れ
る
こ
と

元
▲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
あ
り
ま
す
。
　
「
こ
れ
か
ら
は
ケ
ガ
、
伽”㎜粥吻・伽・聯〃卿・ゐ吻・伽〃吻・伽伽伽伽捌盟・〃解・鰯粥・〃吻、〃脇7・伽〃彫、伽伽伽〃解、卿、μ㎜、伽伽耀、㈱、伽、伽、伽、耀、耀、鰯、伽、“解、鰯、“珈、瀦、脇解、脇解、脇解、伽、脇卿、“解、伽〃解、伽〃z曜・〃解、協解・〃豚〃㎜・伽伽伽㌧伽・伽〃解・伽伽伽〃解・溺吻吻・〃㎜・伽伽・伽〃解・〃卿・〃陥耀・伽耀・儲・〃解・乙脇7・伽・耀・〃卿・〃解・〃卿

響
ミ
§
§
§
§
§
§
§
§
臥
§
ミ
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ミ
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§
§
§
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ミ
§
§
ミ
§
§
§
§
ミ
ミ
§
華
ミ
§
§
ミ
§
§
ミ
§
’
§
§
§
ミ
ミ
嘉



昭和57年2月10日とおガ彦3
（5）

－
昭
和
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年
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三
種
混
合
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

　
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

の
三
種
混
合
予
防
接
種
を
新
ワ
ク
チ

ン
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
い

た
し
ま
す
。

　
※
従
来
接
種
後
の
発
熱
や
、
接
種

局
所
の
反
応
が
比
較
的
強
く
み
ら
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
従
来
の
ワ
ク
チ
ン

に
比
し
て
、
よ
り
副
反
応
の
少
な
い

新
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
、
実
用
化
さ
れ
、

昨
年
予
防
接
種
実
施
規
則
も
一
部
改

正
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
伴
い

よ
り
副
反
応
の
少
な
い
新
ワ
ク
チ
ン

に
切
替
え
て
実
施
す
る
も
の
で
す
．

　
な
お
、
す
で
に
従
来
の
三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
で
一
期
完
了
さ
れ
て
い
る

人
も
、
ひ
き
続
き
新
ワ
ク
チ
ン
に
よ

る
第
二
期
の
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
一
期
該
当
者

　
1
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
～

五
十
五
年
二
月
二
十
八
日
の
間
に
生

ま
れ
た
人

実
施
地
区

月
　
．
日

受
付
時
間

対
　
　
象

実
施
会
場

川
治
・
六
箇

吉
　
田
地
　
区

3
月
2
日
図

午
後
1
時
50
分

～
2
時
30
分

一
期
一
回
目

保
健
セ
ン
タ
i

水
　
沢
地
　
区

3
月
3
日
困

午
後
1
時
50
分

～
2
時
2
0
分

水
沢
出
張
所

十
日
町
・
新
座

大
井
田
地
区

3
月
4
日
困

午
後
－
時
50
分

～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

中
　
条
地
　
区

午
後
1
時
50
分

～
2
時
2
0
分

中
条
公
民
館

下
　
条
地
　
区

3
月
5
日
囲

午
後
1
時
30
分

～
2
時

下
条
公
民
館

川
治
・
六
箇

吉
　
田
地
　
区

3
月
n
日
困

午
後
1
時
50
分

～
2
時
30
分

二
期
該
当
者
の
み

保
健
セ
ン
タ
ー

十
日
町
・
新
座

大
井
田
地
区

3
月
12
日
樹

午
後
1
時
50
分

～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

川
治
・
六
箇

吉
　
田
地
　
区

3
月
23
日
図

午
後
1
時
50
分

～
2
時
30
分

一
期
　
二
回
目

保
健
セ
ン
タ
ー

水
　
沢
地
　
区

3
月
24
日
困

午
後
－
時
50
分

～
2
時
2
0
分

一
期
二
回
目

二
　
　
　
期

水
沢
出
張
所

十
日
町
・
新
座

大
井
田
地
区

3
月
25
日
困

午
後
－
時
50
分

～
2
時
30
分

一
期
　
二
回
目

保
健
セ
ン
タ
ー

中
　
条
地
　
区

午
後
1
時
50
分

～
2
時
2
0
分

一
期
二
回
目

二
　
　
　
期

中
条
公
民
館

下
　
条
地
　
区

3
月
26
日
團

午
後
1
時
30
分

～
2
時

下
条
公
民
館

川
治
・
六
箇

吉
　
田
地
　
区

4
月
13
日
ω
℃

．
午
後
1
時
50
分

　
～
2
時
30
分

一
期
三
回
目

保
健
セ
ン
タ
i

水
　
沢
地
　
区

4
月
14
艮
困

午
後
1
時
50
分

～
2
時
20
分

水
沢
出
張
所

十
日
町
・
新
座

大
井
田
地
区

4
月
15
日
困

午
後
1
時
50
分

～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

中
　
条
地
　
区

午
後
1
時
50
分

～
2
時
20
分

中
条
公
民
館

下
　
条
地
　
区

4
月
16
日
囲

午
後
1
時
30
分

～
2
時

下
条
公
民
館

　
2
、
前
回
の
該
当
者
で
一
期
を
一

回
し
か
接
種
し
な
か
っ
た
人
と
、
昭

和
五
十
二
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま

れ
た
人
で
未
接
種
者
。

　
　
　
一
期
接
種
方
法

　
約
三
週
～
八
週
の
間
隔
で
三
回
接

種
す
る
こ
と
に
よ
り
基
礎
免
疫
が
で

き
完
了
と
な
り
ま
す
。

◎
二
期
該
当
者

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
～
五
十

四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
前
年
一
期
が
完
了
し
て
い
る
人
と

昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
以
後
に
生

ま
れ
た
人
で
、
前
年
一
期
が
完
了
し

て
い
る
人
。

　
　
　
二
期
接
種
方
法

　
第
一
期
の
予
防
接
種
完
了
後
、
一

年
か
ら
一
年
半
の
間
に
一
回
接
種
す

る
（
第
三
期
は
、
小
学
六
年
時
に
接

種
し
ま
す
）接

種
前
の
注
意

1
、
前
日
入
浴
を
さ
せ
、
清
潔
な
肌

　
着
を
き
せ
ま
し
ょ
う
．

2
、
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
忘

　
れ
ず
に
。

3
、
母
子
手
帳
、
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
。

4
、
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い

　
人
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認
め

　
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

5
、
問
診
票
は
当
日
責
任
を
も
っ
て

　
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る

　
場
合
は
、
前
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ

　
ー
窓
口
に
用
意
し
ま
す
の
で
、
取

　
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

、滋

盤篇

の1

水
資
源
の
供
給

　
水
供
給
の
現
状
　
水
需
要
の
急
激

な
増
大
の
な
か
で
、
水
供
給
の
現
状

で
は
、
大
き
な
二
つ
の
問
題
を
か
か

え
て
い
ま
す
。

　
8
、
自
然
の
水
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

が
く
ず
れ
る
。
大
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

特
定
な
地
域
へ
、
用
水
型
工
業
、
の
集

中
と
、
人
癬
の
激
し
い
集
中
に
よ
り
、

そ
の
地
域
に
供
給
さ
れ
る
自
然
の
水

供
給
だ
け
で
は
、
需
要
を
満
す
事
が

出
来
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
周
辺
の
場
合
を
み
れ
ば
、
利

根
川
上
流
の
矢
木
沢
ダ
ム
、
支
流
、

神
流
川
の
下
久
保
ダ
ム
、
渡
良
瀬
川

上
流
の
草
木
ダ
ム
、
利
根
川
下
流
の

河
ロ
ダ
ム
等
、
利
根
川
の
あ
ら
ゆ
る

所
か
ら
取
水
を
計
画
し
、
利
根
川
水

系
だ
け
で
、
五
十
ヵ
所
に
も
及
ぶ
ダ

ム
が
構
築
さ
れ
、
更
に
遠
く
、
富
士

川
上
流
や
信
濃
川
上
流
さ
え
、
供
給

圏
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
水
源

地
域
に
問
題
を
投
げ
か
け
る
よ
う
に
、

な
り
ま
し
た
。

私
達
の
地
域
に
於
い
て
も
、
日
本
一

の
信
濃
川
を
ふ
と
こ
ろ
に
し
、
水
の

生
産
地
で
あ
り
な
が
ら
、
発
電
利
水

の
関
係
か
ら
、
新
た
な
水
源
を
、
清

津
ダ
ム
に
求
め
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

水
需
要
の
地
域
的
バ
ラ
ン
ス
が
破
れ
、

供
給
が
需
要
に
追
い
つ
け
な
い
で
、

バ
ラ
ン
ス
は
、
ま
す
ま
す
崩
れ
る
傾
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向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
口
、
水
質
汚
濁
と
水
資
源
の
枯
渇
、

　
水
の
使
用
量
の
増
大
は
、
い
ち
ど

使
用
し
て
、
汚
濁
し
た
水
が
、
自
然

の
自
浄
作
用
を
超
え
る
量
で
河
川
に

排
水
さ
れ
、
そ
の
為
に
、
河
川
や
湖

が
死
滅
し
、
水
は
あ
っ
て
も
使
用
出

来
な
い
所
が
多
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　
環
境
庁
が
、
五
十
五
年
度
に
、
全

国
の
河
川
、
湖
沼
、
海
域
の
汚
濁
状

況
を
調
べ
た
。
公
共
用
水
域
水
質
測

定
結
果
に
よ
れ
ば
、
水
質
の
汚
濁
具

合
を
示
す
、
B
O
D
（
生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量
）
、
C
O
D
（
化
学
的

酸
素
要
求
量
）
で
、
国
で
定
め
る
、

環
境
基
準
に
達
し
て
い
な
い
水
域
が
、

全
体
の
⊥
3
以
上
も
あ
り
、
中
で
も
、

水
が
滞
留
し
や
す
い
湖
沼
に
つ
い
て

は
、
六
十
％
近
く
が
基
準
以
下
で
よ

．

こ
れ
て
い
る
事
が
、
昨
年
の
十
二
月

の
新
聞
紙
上
で
公
表
さ
れ
、
皆
さ
ん

も
承
知
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
水
を
使
し
た
だ
け
、
水
資
源
が

減
少
し
、
さ
ら
に
汚
れ
た
排
水
が
、

今
ま
で
使
用
出
来
た
水
資
源
を
、
使

用
不
能
に
す
る
と
い
っ
た
ジ
レ
ン
マ

に
、
水
供
給
の
現
状
は
た
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
地
下
水
の
大
量

汲
上
げ
に
よ
る
枯
渇
問
題
等
も
含
め
、

水
資
源
供
給
の
現
状
は
、
私
達
の
地

域
に
と
っ
て
も
厳
し
い
問
題
で
す
。
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■
還
付
を
受
け
る

　
　
申
告
は
お
早
め
に
■

　
昭
和
五
十
六
年
分
の
増
与
税
の
申

告
は
二
月
一
日
か
ら
、
所
得
税
の
確

定
申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
受
付
が
始
ま
り
ま
す
．

　
申
告
期
限
は
、
ど
ち
ら
も
三
月
十

鋭碧1署
イ，　　　一

繧
て
モ
8
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卿

市県民税申告相談日程表

塗

五
日
で
す
。

　
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
書
は
二
月
十
六
日
前
で
も
受
付
け

て
い
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
確
定
申
告
を
す

れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
．

　
支
払
っ
た
医
療
費
（
保
険
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
額
は
除
く
）
が
所
得

の
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
五
万
円
の
ど
ち

ら
か
低
い
方
の
金
額
を
超
え
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
超
え
て
い
る
部
分
の

金
額
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
．
（
最
高
控
除
額
二
百
万
円
）

②
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

　
損
害
額
（
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
額
は
除
く
）
が
所
得
の
十
パ
i

月
　
　
日

時
　
　
　
間

場
　
　
　
　
所

2
月
16
日

　
～

3
月
15
日

（
土
曜
は
12
・
o
o
）

9
・
oo
～
4
・
o
o

十
日
町
市
役
所

は
く

曜目
除

3
月
2
日

10

・
00
～
3
・
00

新
水
克
雪
管
理
セ
ン
タ
i

10

・
00
～
3
・
0
0

東
下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

3
月
3
日

9
・
30
～
4
・
00

中
　
条
　
　
公
　
民
　
館

9
・
30
～
4
・
00

下
　
条
　
出
　
張
　
所

3
月
4
日

9
・
30
～
3
・
00

羽
　
　
根
　
　
川
　
　
荘

10

・
00
～
3
・
0
0

ニ
　
ツ
　
屋
　
公
　
民
　
館

3
月
5
日

9
・
30
～
4
・
00

川
　
治
　
　
公
　
民
　
館

10

・
00
～
3
・
00

美
佐
島
地
区
管
理
セ
ン
タ
i

3
月
8
日

9
・
30
～
4
・
00

水
　
　
沢
　
出
　
　
張
　
所

10

・
00
～
3
・
00

野
　
中
　
集
　
会
　
所

3
月
9
日

9
・
30
～
3
・
00

馬
　
場
　
集
　
会
　
所

3
月
1
0
0

9
・
30
～
4
・
00

吉
田
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

10

・
00
～
3
・
0
0

鉢
ふ
る
さ
と
会
館

セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
超
え
て
い
る
部
分
の
金
額
が
所
得

金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
．

③
雪
下
し
経
費
等
が
五
万
円
ま
た
は

年
間
所
得
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

る
と
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
屋
根
の
雪
下
し
や
家
の
ま
わ
り
の

除
雪
、
雪
捨
て
等
の
た
め
支
払
し
た

経
費
が
五
万
円
ま
た
は
年
間
所
得
の

十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
と
、
そ

の
超
え
て
支
出
し
た
経
費
は
所
得
税

の
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
）

　
な
お
、
支
出
の
確
認
の
た
め
原
則

と
し
て
領
収
書
が
必
要
で
す
が
、
そ

れ
が
困
難
な
場
合
に
は
支
払
っ
た
当

時
に
記
載
さ
れ
た
家
計
簿
等
に
よ
る

支
払
事
実
の
確
認
で
も
差
し
支
え
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
確
定
申
告
を
す

る
前
に
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。④
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
購
入
（
中

古
住
宅
を
含
む
）
し
た
と
き
。

　
そ
の
年
の
合
計
所
得
金
額
が
八
百

万
円
以
下
の
人
が
自
分
で
住
む
た
め

に
、
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住

宅
、
中
古
住
宅
を
買
っ
た
り
し
た
と

き
は
、
そ
の
住
宅
に
入
居
し
た
年
か

ら
三
年
間
に
わ
た
り
、
年
額
で
一
万

七
千
円
（
住
宅
・
ー
ン
控
除
に
も
該

当
す
る
場
合
は
最
高
四
万
七
千
円
）

ま
で
所
得
税
が
安
く
な
り
ま
す
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
は
、
一
年

目
に
確
定
申
告
を
す
る
と
、
二
年
目

三
年
目
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

⑤
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
再

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
と
き
。

⑥
原
稿
料
や
配
当
な
ど
の
収
入
が
あ

り
、
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
、

源
泉
徴
収
税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ

て
い
る
と
き
。

■
市
・
県
民
税
の

　
　
申
告
も
お
早
め
に
■

　
こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
願
い
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
を
計
算
す
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
申
告
で
あ
る
と

同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い

ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も
れ

な
く
記
入
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
期
限
は

　
　
　
　
三
月
十
五
日
■

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
（
昭
和
五

十
六
年
中
）
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配

布
す
る
予
定
で
す
が
、
記
入
も
れ
や

誤
り
な
く
提
出
期
限
（
三
月
十
五
日
）

ま
で
に
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
市
政

事
務
嘱
託
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
記
載
方
法
の
相
談
は

　
上
表
の
と
お
咳
申
告
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
書
き
方
等
不
明
の
点
は
も

よ
り
の
申
告
相
談
会
場
・
市
役
所
税

務
課
市
民
税
係
へ
。

（
E
七
i
三
一
一
一
番
内
線
二
〇
七
）

固定資産課税台帳の

　　縦覧期間が変更に

　固定資産課税台帳の縦覧は例年

3月中に行っていましたが、税法

改正に伴う特別の事情によって、

昭和57年度についてはつぎのよう

になります。

幽縦覧期間　4月9日～4月28日

平目…午前8時半～午後5時土
曜日…正午まで。（目曜・祭目を除

きます）

囹縦覧場所　市役所税務課

　なお、登録事項について審査の

申し出ができるのは、昭和57年度

分として決定された価格等の登録

事項（ただし、土地、建物の登記

簿に登記された事項を除く）に限

られますのでご承知ください。

㊨
㊧
㊨
㊨
㊥

　
ぜ
ひ
と
も
受
診
を

　
成
人
病
は
早
期
発
見
が
治
療
の
第

一
歩
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
か
ら
だ

の
状
態
を
つ
か
ん
で
い
る
こ
と
が
健

康
増
進
へ
の
基
本
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
左
記
に
よ
り
糖
尿
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

O

け
っ
こ
う
で
す
の
で
ぜ
ひ
と
も
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
三
月
二
日
ω
り
　
受
付
時
間

は
午
前
八
時
二
十
分
～
八
時
四
十
分

●
会
場
　
十
日
町
保
健
所

●
検
診
料
　
千
円

●
申
込
先
　
市
保
健
衛
生
課
保
健
衛

生
係
（
B
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

二
七
）

●
申
込
期
限
　
二
月
二
十
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
か
ら
控
除

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引

か
れ
る
恩
典
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
自
身
の
保
険
料
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
配
偶
者
や
家
族
の
分
の

保
険
料
を
あ
な
た
が
支
払
っ
た
場
合

は
、
そ
の
年
に
支
払
っ
た
金
額
が
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
、
課
税
の
対
象
に

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
月
十
六
日
～
三
月
十
五
日
ま
で

に
行
う
所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
は
、

あ
な
た
が
支
払
っ
た
保
険
料
は
忘
れ

ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
昭
和
五
十
六
年
一
月
～
十
二
月
ま

で
に
納
め
た
、
つ
ぎ
の
保
険
料
が
控

険
の
対
象
に
な
り
ま
す
．

定
額
保
険
料
　
昭
和
五
十
六
年
一
月

～
三
月
ま
で
は
、
一
ヵ
月
に
つ
き
三

千
七
百
七
十
円
。
四
月
～
十
二
月
ま

で
は
一
ヵ
月
に
つ
き
四
千
五
百
円
。

付
加
保
険
料
　
　
一
ヵ
月
に
つ
き
四
百

円そ
の
他
の
保
険
料
　
未
納
保
険
料
、

前
納
保
険
料
、
追
加
保
険
料
な
ど
を

納
め
た
人
は
そ
の
保
険
料
額
。

　
詳
し
く
は
市
・
市
民
生
活
課
年
金

係
（
密
七
－
三
一
一
一
番
内
線
一
二

八
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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転
作
目
標
面
積

　
五
十
六
年
度
水
田
利
用
再
編
対
策

で
は
、
大
幅
な
面
積
の
増
加
に
も
か

か
わ
ら
ず
関
係
機
関
、
農
家
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
面
積
を
上

ま
わ
る
実
績
を
あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
に
つ
い
て
は
、

昨
年
十
二
月
二
十
四
日
に
県
知
事
か

ら
転
作
目
標
面
積
と
五
十
七
年
産
米

事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
配
分
の
内

示
が
あ
り
、
転
作
目
標
面
積
は
二
百

七
十
四
・
三
診
（
前
年
度
比
三
・
三

診
増
）
売
渡
申
込
限
度
数
量
は
十
万

千
七
百
三
十
七
俵
（
前
年
度
比
二
百

二
十
四
俵
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
昨
年
の
水
田
利
用
再
編

対
策
協
議
会
の
答
申
と
転
作
農
家
の

要
望
に
よ
り
、
従
来
の
出
荷
実
績
主

体
か
ら
、
水
田
経
営
面
積
主
体
と
し

《
昭
和
五
十
七
年
度
》

　
　
　
　
　
二
七
四
・

た
配
分
方
法
に
変
更
す
る
予
定
で
あ

り
、
水
田
経
営
面
積
調
査
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
．
現
在
は
、
水
田
利
用

再
編
対
策
協
議
会
及
び
幹
事
会
を
開

き
、
配
分
方
法
、
転
作
の
定
着
と
集

団
化
、
再
編
の
方
向
づ
け
な
ど
を
相

談
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
三
月
下
旬

頃
農
事
連
絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
た
び
か
さ
な
る
減
反
政
策
に
、
農

家
の
皆
さ
ん
も
対
応
に
た
い
へ
ん
で

し
ょ
う
が
、
第
二
期
対
策
で
は
特
に

転
作
の
集
団
化
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

集
団
転
作
を
実
施
す
る
と
農
業
経
営

上
有
利
に
な
り
ま
す
。
農
業
構
造
の

再
編
を
前
提
に
し
て
、
部
落
ぐ
る
み

で
ご
検
討
く
だ
さ
い
．
ま
た
、
集
団

転
作
を
計
画
し
て
い
る
部
落
、
そ
の

三
ヘ
ク
タ
ー
ル

他
転
作
に
つ
い
て
は
市
・
農
林
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
公
民
館

　
　
　
　
利
用
団
体
の

　
　
　
　
　
　
申
し
込
み
を

　
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
社
会
教

育
活
動
を
さ
か
ん
に
す
る
た
め
団
体
、

グ
ル
ー
。
フ
に
会
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
昭
和
五
十
七
年
度
に
公
民
館

（
十
日
町
、
中
条
、
飛
渡
、
川
治
、

下
条
、
水
沢
、
吉
田
）
を
利
用
し
て

学
習
、
文
化
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
社
会
教
育
活
動
を
行
い
た
い

団
体
は
、
三
月
一
日
～
四
月
十
日
ま

で
の
間
に
各
公
民
館
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
新
た
な
グ
ル
ー
プ
の
申

し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

学
校
施
設
を
開
放

　
　
　
　
利
用
申
し
込
み
は
3
月
5
日
ま
で

　
社
会
体
育
の
普
及
・
振
興
の
た
め
、

つ
ぎ
の
と
お
り
市
内
各
小
・
中
学
校

の
施
設
を
、
学
校
教
育
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
、
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に

開
放
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
開
放
校
　
十
目
町
中
学
校
、
南
中

学
校
、
中
条
中
学
校
、
十
日
町
小
学

校
、
西
小
学
校
、
東
小
学
校
、
中
条

小
学
校
、
吉
田
小
学
校
、
下
条
小
学

校
、
鐙
島
小
学
校
、
飛
渡
第
一
小
学

校
、
六
箇
小
学
校
、
八
箇
小
学
校
、

東
下
組
小
学
校
、
馬
場
小
学
校
、
川

治
小
学
校
、
水
沢
小
学
校

●
利
用
者
　
原
則
と
し
て
市
内
在
住

ま
た
は
在
勤
す
る
人
が
十
人
以
上
で

　容内放開く

構
成
す
る
団
体
で
、
か
つ
責
任
者
が

明
確
な
場
合
と
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法
　
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
所
定
の
申
込
書
を
、
三

月
五
日
囲
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
体

育
課
（
E
七
－
三
三
一
番
内
線
二

七
五
）
か
市
民
体
育
館
（
恋
七
ー
五

二
〇
八
番
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

開
放
場
所

開
放
す
る
日

開
　
　
放
　
　
時
　
　
間

屋
内
運
動
場

休
日
、
休
業
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

平
　
　
　
　
日

午
後
六
時
～
午
後
九
時

グ
ラ
ウ
ン
ド

五
月
か
ら

　
十
月
ま
で

時
間
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
従
来
通

り
各
学
校
の
判
断
で
自
主
的
に
開
放
し

ま
す
。

市融能酵o胴慨集
57年度も市民芸能祭を春と秋の2期に分けて開

催します。

　次の要項で春の部の参加団体を募集しますの

　で、多くの団体・グループの参加をお願いしま

す。

●対　象　音楽、民踊（謡）、詩吟など市民会

　　　　館ホールで発表できる市内のアマ

　　　　チュァの団体・グループ。

●発表日　6月26日（」⇒　7月3日（土）…音楽

　　　　　7月10日（土）

●申込み　3月31日までに公民館本館または

　　　　地区館へ．

テ

↓竺
ツξ

サ
イ
ズ

応
募
方
法

締
切
り

賞

『
雪
の
十
日
町
』

　
　
　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

冬
の
十
日
町
に
取
材
し
た
も
の
で
未
発

表
の
も
の
。
i
例
節
季
市
、
ホ
ン
ヤ
ラ

ド
ゥ
、
サ
イ
ノ
神
、
雪
ま
つ
り
、
雪
の

ま
ち
、
除
雪
、
雪
国
の
人
な
ど

※
雪
ま
つ
り
は
、
こ
と
し
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

三
十
五
ミ
リ
以
上
の
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド

ン
　
　
のカ
フ
リ
ン
ト
で
、
2
L
サ
イ
ズ
ま
た
は

キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
判
の
単
写
真

作
品
の
裏
面
ま
た
は
応
募
票
に
題
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
デ
ー
タ
を

記
入
し
て
十
目
町
市
観
光
協
会
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
係
宛
（
〒
九
四
八
　
十
日
町

市
千
歳
町
三
－
三
、
市
役
所
内
）

三
月
三
十
一
目
消
印
有
効

推
選
一
名
、
特
選
三
名
、
入
選
十
名
、

努
力
賞
三
十
名

※
参
加
は
、
春
の
部
・
秋
の
部

い
ず
れ
か
一
回
に
限
り
ま
す
。

川治地区新春娯楽大会

問い合わせは市公民館事業係（E7－5011番）

2月21日（日）　　歪摯募曹歯露ら受付

★会場川治地区公民館
★種　目　囲碁、将棋、麻雀

　　　　　※麻雀は高校生以下の参加はできません。

　　　　　※原則として川治地区民に限ります。

★会　費　1人1，000円

　　　　　※各種目とも賞品多数。全員に参加賞

★申込み　2月17日までに川治地区公民館

　　　　　　　　　　　　　（面2－2223番）へ。
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国
民
年
金
保
険
料
　
・

　
　
　
　
　
　
　
ロ
座
振
替
の
お
す
す
め

　
国
民
年
金
保
険
料
を
一
年
分
前
納

す
る
場
合
、
預
金
口
座
か
ら
直
接
保

険
料
を
振
り
替
え
ら
れ
る
「
口
座
振

替
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保
険

料
の
割
引
き
が
あ
り
有
利
な
こ
と
や
、

金
融
機
関
が
代
行
し
て
納
入
し
て
く

れ
る
こ
と
な
ど
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◎
昭
和
五
十
七
年
度
前
納
額

　
定
額
　
六
万
千
百
三
十
円
（
割
引

額
千
五
百
十
円
）
　
付
加
加
入
　
六

万
五
千
八
百
十
円
（
割
引
額
千
六
百

三
十
円
）

　
な
お
保
険
料
は
四
月
か
ら
一
ヵ
月

五
千
二
百
二
十
円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

◎
ロ
座
振
替
受
付
期
限

　
二
月
二
十
七
目
ま
で

◎
申
込
み
手
続
き

　
預
金
通
帳
と
、
通
帳
に
使
用
し
て

い
る
印
鑑
、
年
金
記
号
番
号
の
わ
か

る
も
の
（
年
金
手
帳
、
保
険
料
領
収

書
な
ど
）
を
振
替
を
希
望
す
る
金
融

機
関
に
特
参
し
て
手
続
き
を
し
て
く

　
効
　
偏
　
　子いよいなの歯虫

だ
さ
い
。

◎
取
扱
金
融
機
関

　
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、
大
光
相

互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
、
労
働
金

庫
十
日
町
支
店
、
信
用
組
合
十
日
町

支
店
及
び
下
条
支
店
、
十
日
町
市
農

協
本
所
及
び
各
事
業
所
。

灘
看
護
釜
を
募
集

　
十
目
町
市
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

看
護
士
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
保
健
婦
助
産
婦
看
護

婦
法
に
も
と
づ
く
国
家
試
験
に
合
格

し
、
看
護
士
の
資
格
を
取
得
ま
た
は
五

十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
人
で
、
昭
和
二
十
七
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

●
応
募
期
間
　
二
月
二
十
二
日
～
三

月
十
日
ま
で

●
応
募
先
　
市
総
務
部
総
務
課
人
事

秘
書
係
（
盈
七
－
三
一
二
番
内
線

二
三
三
）

●
募
集
要
綱
及
び
応
募
書
類
は
総
務

課
に
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
・
県
営
住
宅
の

　
　
　
　
入
居
者
再
募
集

　
市
で
は
、
市
・
県
営
住
宅
の
四
団

地
・
十
七
戸
（
谷
内
丑
市
営
住
宅
十

戸
、
黒
沢
県
営
住
宅
三
戸
、
四
日
町

市
営
住
宅
三
戸
、
新
座
県
営
住
宅
一

戸
）
の
入
居
者
を
再
募
集
し
ま
す
．

　
入
居
希
望
の
か
た
は
、
二
月
二
十

日
～
二
月
二
十
七
日
ま
で
に
建
設
課

建
築
住
宅
係
（
B
七
－
三
二
一
番

内
線
二
五
〇
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
丸
栄
会
館
、
ペ
ガ
サ
ス
　
四
千

七
百
四
十
四
円
　
▼
水
沢
地
区
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
実
行
委
員
会
　
八

雲“1）

理曳智轟
亀　　晦
　　　　…
　ゑ
ラ醸。腰
然　　乏

愚卸，〆

∫な

　
　
ラ

／
ぷ

、

彦
セ

　
　
　
琴
／
　
彦
レ

　
　
　
　
　
ろ

／
繊
愚

裟
．

9
・

轡
秀
り
、
し
駄
。

鰹
嚥
．

橘
　
　
　
ン
庸
、

砺
慶
巌
と
f

饗
劔
眼
錐
㍗

千
七
百
六
十
五
円
　
▼
内
藤
直
義

（
控
木
）
千
円
　
▼
匿
名
　
二
百
円

▼
羽
根
川
荘
利
用
者
　
三
千
二
百
十

二
円
　
▼
上
島
商
店
（
太
田
島
）
四

万
千
七
百
二
十
六
円
…
身
障
者
団
体

へ
　
▼
朝
日
新
聞
東
京
厚
生
文
化
事

業
団
　
百
万
円
…
つ
く
し
園
へ
　
▼

清
水
音
平
（
四
日
町
）
正
月
用
掛
軸

…
羽
根
川
荘
へ
　
▼
関
口
文
二
郎
（
学

校
町
）
磁
気
式
ア
ン
マ
機
…
妻
有
荘

へ

　
歳
末
助
け
合
い
募
金

　
▼
料
理
飲
食
店
組
合
青
年
部
料
青

会
二
万
八
千
六
百
八
十
四
円
　
▼
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一
団
三

万
二
百
八
十
四
円

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
二
月
十
七
日
困
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
　
昭
和
町
一
丁
目
、
寿
町

四
丁
目
、
袋
町
東
・
西
・
中
、
本
町

西
一
丁
目
、
本
町
一
丁
目
上
、
千
歳

住　所 氏　　名 保護者

本町6－1 木村　賢章 賢一

泉　　　町 藤ノ木麻矢 則満

水沢市ノ沢 飯塚　広美 勝義

本町7－1 大渕　哲也 明

中条上町 和　田　敦 徳男

中条八幡 中村　吉宏 順一

上新田3 波　形　　豊 功

高　島　1 野上　浩樹 洋一

春日町2 高　橋　　香 芳一

高田町3南田村　友香 金二

袋　町　中 山　田　薫 真一

高　島　1 宮内由香里 静夫

大黒沢東 藤ノ木友博 輝幸

関口樋口町 関口　志緒 隆

ふるさとの旬の料理⑪

いとこ煮
材料（5人分）　調理法
里芋………2009　①大根は皮をむいて厚さ1cmの

大根……・一3009　銀杏切りにして・さっと茄で

人参…………309　　る。人参、里芋、ちくわは乱切

昆布　（1本）209　　り、昆布は結び、こんにゃく

こんにゃく…青丁　　はちぎるか、三角に切る。

打豆…・・……・309　②深鍋に出し汁、昆布、大根、

ちくわ………1本　　打豆を入れて煮る。昆布が軟
（または身欠練3本）　　らかくなったら残りの材料と

出し汁（煮干）C3　調味料を加え焦げつかせない
墜噌…………809　　様に、煮含める。

酒……………大2　※大根の美味しい秋から、冬に

かけて、昔は大鍋をじろ（囲炉裏〉にかけて、いと

こ煮等を沢山つくって、温ためては食べていました。

薄味にして、塩分を取り過ぎない様に、気をつけま

しょう。

鯨味噌
　　　　　　　　調理法
材料　　　①身欠練は丁寧に水洗いし固レ・
身欠鯨……1009　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　物は1晩米の研ぎ汁につけ、
午募…………509　　　　上ア
砂糖……＿大者　1cm位1一切る・
　　　　　　　　②午募は渋を取って茄で、叩き
味噌・……一・大2　　　　　　　　　　　　　一
酒．．＿＿…大2午募にし・小さく乱切りにす
　　　　　　　　　る。
③①と②に水を加え、酒を入れて火にかけ、身欠鯨

　が軟らかくなったら、砂糖と味噌で味をつける。

※お茶漬け等にも合います。

　　　　　　　　（郷土料理研究会　いろり会）

町
三
丁
目
の
各
一
部
▼
二
月
十
九
日

囲
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
半
　
川

治
上
町
の
一
部
、
中
村
、
六
箇
山
谷

麻
畑
・
田
麦
・
ニ
ツ
屋
・
船
坂
・
池
、
泌

沢
、
野
中
、
当
間
、
鍬
柄
沢
、
塩
ノ

又
　
▼
二
月
二
十
三
目
ωり
　
午
前
九

時
半
～
午
後
一
時
半
　
馬
場
第
四
の
一

部
、
馬
場
第
一
・
二
・
三
、
水
沢
第

一
・
二
・
三
　
▼
三
月
一
日
ω
正

午
～
午
後
四
時
半
　
新
座
第
三
・
四
、
〇

四
日
町
新
田
第
二
、
四
且
町
第
一
の

各
一
部

　
羽
根
川
荘
が
休
館
に

　
「
羽
根
川
荘
」
は
、
二
月
十
九
日

團
停
電
の
た
め
休
館
し
ま
す
．

　
　
　
　
覧
　
、
昏

事
ヒ
グ
2
　
齢

○
年
々
盛
大
に
な
っ
て
来
た
十
日
町

雪
ま
つ
り
。
市
民
総
参
加
と
い
う
最

大
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
『
人
数
は
少
な

い
け
ど
も
、
雪
像
づ
く
り
と
い
う
小

さ
い
灯
を
い
つ
ま
で
も
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
』
と
話
し
て
い
た
青
年
達

が
、
う
す
暗
い
空
地
で
、
も
く
も
く

と
雪
を
積
み
あ
げ
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

■市勢／世帯数12，094／推計人ロ…49，271人（男24，083人・女25，188人）※基本台帳人ロ49，825人（1月1日現在）

巡
回
内
職
相
談
日
…
…
二
月
十
九
日
囲
十
時
～
三
時

市
役
所
市
民
相
談
室


